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9月 5日に出穂と仮定），出穂後 30 日間および 35 日









西村　実 2）・八木忠之 4）・山下　浩・富松高治 5）
（2007 年 7 月 4 日　受理）
要　　　　旨
　「あきさやか」は，「西海 195 号」を母，「北陸 148 号（どんとこい）」を父とする交配組み合わせ
から育成された。1996 年より「西海 230 号」の系統名で，関係各府県に配付して地域適応性を検討
してきた。2002 年に福岡県において奨励品種に採用され，「水稲農林 385 号」として命名登録された。






































































室内で世代促進栽培し，翌 1991 年に F2をガラス室内































































 2） 窒素施肥量は標肥区が 1994 年：1.2kg/a，1995 ～ 2000 年：1.1kg/a，2001 年：1.0kg/a ，多肥区は
1994 年：1.5kg/a，1995 ～ 2000 年：1.3kg/a，2001 年：1.2kg/a。
 3）  移植期は，1994 年：6月 17 日，1995 年：6月 16 日，1996 年：6月 21 日，1997 年：6月 19 日，
1998 年：6月 18 日，1999 年：6月 17 日，2000 年：6月 15 日，2001 年：6月 14 日。いずれも 20
～ 30 日苗を移植。
 4） 倒伏程度は 0（無）～ 5（甚）の 6段階評価。止葉立性は 2（立）～ 8（垂）の 7段階評価 , 熟色
は 3（良）～ 7（非）の 5段階評価。
第 5表　「あきさやか」の収量調査成績
注） 1） 育成地における成績，標肥区は 1994 ～ 2001 年，多肥区は 1996 年～ 2001 年の平均値。
 2） 精玄米重は篩目 1.7mmで選別したものを精玄米，それ以下の粒厚のものを屑米とした。
収穫指数：精玄米重 / 全重（％）。
第 6表　「あきさやか」の粒形調査成績





































 注） 2001 年の育成地の移植標肥生産力検定試験区の粗玄米を用いた。200g の玄米を段篩で 7分間振盪し
た。2反復。下線は最頻値を示す。
第 8表　「あきさやか」の品質調査成績
注） 1） 育成地における成績，標肥区は 1994 ～ 2001 年（1997 年を除く），多肥区は 1996 年～ 2001 年　
　　（1997 年を除く）の平均値。
 2） 玄米品質は 1：上上～ 9：下下。腹白，心白，乳白，茶米は 0（無）～ 9（甚）。色沢は 3（淡）










芽性は，“やや難”である（第 19 表）。 
5．配付先における試験成績
1）奨励品種決定基本調査













 注） 2001 年産の生産力検定試験の玄米各 100g を供試した。搗精には試験用精米機 Kett TP-2 型を使用し




 注） 精米にはホソカワ精米機R351Eを使用。白度はKett C-300 で測定。1994 ～ 2001
年の生産力検定試験（標肥）産米を供試し，平均値で示した。
 注） 1994 年～ 2001 年育成地生産力検定試験（標肥）産米を供試。味については 1996 年～ 1998 年
は未評価。パネルは育成地の職員。各項目の評価は基準品種を 0として－ 3（不良）～＋ 3（良）








































 注） 九州沖縄農業研究センター病害生態研究室における成績。1999 年の噴霧接種による反応。接種時の葉令は
4.5 葉。表中の Sは罹病性反応，Rは抵抗性反応を示す。
第 15 表　「あきさやか」の葉いもち圃場抵抗性
 注） 畑晩播法による検定。育成地は 1994 ～ 200１年，愛知県山間農研（愛知県山間農業研究所）
は 1996 ～ 2001 年，熊本県農研センター（熊本県農業研究センター高原農業研究所）は 1995 ～
2000 年の平均値。発病程度は，いもち病抵抗性調査基準による 0（無発病）～ 10（全茎葉枯死）
の 11 段階評価。
第 16 表　「あきさやか」の穂いもち圃場抵抗性
 注） 育成地は 1994 ～ 2001 年の平均（1994 ～ 1996 年はパイプハウスにおけ
る晩植。それ以降は本田での晩植）。熊本高原農研（熊本県高原農業研究
所）は 1995 ～ 2001 年の平均値。発病程度は，いもち病抵抗性調査基準




 注） 穂発芽性は成熟期に穂を抜き取り，湿度 100％条件で 5～ 7日
間処理して検定。1995 ～ 2001 年の平均値。2（極難）～ 8（極易）
で判定。
第 18 表　「あきさやか」の諸病害抵抗性
 注） 縞葉枯病検定（愛知県農業総合試験場）は，2001 年に幼苗検定法と PCRマーカーに
より検定。
  紋枯病検定（鹿児島県農業試験場）は，ふすま培養した菌を籾がらと混和し，圃場に




  発病度＝（4×A株数＋ 3×B株数＋ 2×C株数＋D株数）×100 ／ 4×調査株数
 A: 株の半数以上の茎が発病，最上位病斑は止葉葉鞘に達するが止葉は生存
 B: 株の半数以上の茎が発病，最上位病斑は止葉・穂首に達し，止葉一部枯死
 C: 株の半数以上の茎が発病，最上位病斑が第 2葉鞘まで達する
 D: 最上位病斑が第 3葉鞘まで達する。
第 17 表　「あきさやか」の白葉枯病抵抗性




不利形質　（1996 ～ 2001 年）
第 4図　奨励品種決定基本調査における「あきさやか」と





 注） いずれの場所も 1996 ～ 2001 年の普通期・標肥栽培の平均値を示した。
  障害の多少は 0（無）～ 5（甚）の 6段階で評価。
  検査等級は 1（1上）～ 5　（2中）～ 9（3下）の 9段階で評価。第 24 表も同じ。
第 22 表　福岡県農業総合試験場における「あきさやか」の食味試験成績
 注） 1996 ～ 2001 年（筑後分場は 1997 年を除く）の食味評価値の平均値を示した。
  試験材料は普通期・標肥栽培で養成し，基準米には農産研究所産コシヒカリを用いた。
第 23 表　福岡県農業総合試験場における「あきさやか」の糊化特性試験成績
 注） 1997 年の農産研究所産米（普通期標肥栽培）を供試。
  最高粘度，ブレークダウンはビスコグラフ E型で測定。
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第 24 表　福岡県の現地試験における「あきさやか」の生育調査，収量および品質調査成績
 注） 障害の多少は 0（無）～ 5（甚）の 6段階で評価。
  検査等級は 1（1上）～ 5　（2中）～ 9（3下）の 9段階で評価。
第 25 表　福岡県の現地試験における「あきさやか」の食味試験成績
 注） 食味試験の各項目は基準米（農産研究所産コシヒカリ）を 0として－ 5（不良）～＋ 5（良）で評価
した。















品質調査成績を第 24 表，食味試験成績を第 25 表に
表した。現地試験における「あきさやか」の諸特性
は基本調査と同様の結果となった。特に「あきさや
か」の収量は「ユメヒカリ」対比で 106 ～ 126，「ヒ
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　写真 1　「あきさやか」（左），「ユメ
ヒカリ」（右）の株
写真 2　「あきさやか」の立毛草姿
写真３　「あきさやか」（左），「ユメヒカリ」（右）
の籾（上）と玄米（下）
